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パッシブデザイン
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・ 軒や庇などを設置し、建物に入る日射を遮ることで、太陽からの 
 熱を抑制し、冷房エネルギーの削減と快適性を向上させます。
・ 生い茂った木の葉で日陰をつくることにより温度を下げます。
・ 遮熱に優れた Low-E ガラスを、東・南・西面の窓に設置。
・ 建物内に溜まった熱を排出する天窓は防犯性も高いので、夜間 
 でも開放したままでも。　

　たくさんの電気やガスなどのエネルギーを使えば、夏は涼しく冬は暖かく過ごせますが、冷暖房費がかかりますし体調にも影響することでしょう。
　なるべくエアコンに頼らない “自然室温” で暮らすには、地域の風土や敷地の条件に合わせて自然の力を活かす、一年を通して快適で健康的な温熱環境の
「パッシブデザイン」を取り入れたいものです。
　パッシブデザインでは、夏は風通しを良くして暑さをしのぎ、冬は限られた太陽光を採り入れることで暖かさを得るなどの工夫により、快適な住空間づく
りを目指します。
　エアコンのような機械設備の効果に比べれば、それらの工夫の一つは小さな効果にすぎません。しかし、小さな工夫を積み重ねて、組み合わせることが重
要です。様々な工夫が複合されることで大きな効果を生み、家全体を快適な環境にしてくれるのです。

・ 南面に日射取得型のガラス窓を。太陽熱を積極的に採り入れるこ
 とで室内を暖め、暖房エネルギーの削減と快適性を向上させます。
・ 落葉樹の木の葉が落ちることで太陽の光を遮らず、広く取った窓
 から太陽の光と熱を建物の奥まで届けます。

日射を遮る 光を採り入れる

太陽の恵み

・ 暖かい空気は上に登るため、吹き抜けや階段を介して流れる立体
 通風を計画します。

・  縦すべり窓や袖壁を設置し、間接的に自然風を取り込みます。
・ 風の道をつくる建具（引き戸・ルーバー）で、日陰の涼しい場所
 の空気を取り入れると、室内の温度を下げることができます。
・ 熱溜まりを作らないように天窓を設け排熱を。防犯性も高いの
 で、夜間は開放したままにもできます。

風の通り道を確保 風が通りやすい設計

風の力

冬

建物の性能を総合的に考える

蓄熱性 気密性 計画換気

夏の通風日射の利用・遮熱 間取りの工夫

断熱性 熱回収建物の性能向上


